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平成３０年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

部長 
  三浦 一浩 

●使命 

 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。 

また、市民意識を把握し、市民と行政との双方向による情報と

意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 

 
●基本方針 
①透明で開かれた市役所をめざして、市政の情報と市民目線の広

聴広報に取り組みます。 
②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推

進します。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１３人 ２人 １５人 

一般会計 ５０４，１０１ 
千円 

特別会計 ２９，５８４ 
千円 

計 ５３３，６８５ 
千円 

（うち人件費） （ ７６，３８６ 千円） 
 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

広報せとうちや市

ＨＰ、ＳＮＳの有効

活用による市民へ

の情報提供と市外

への魅力の発信 

市政に関心がある市民を増やすため、

市の重点施策をテーマにした広報紙

特集号を発行します。 

また、市民目線の紙面づくりを担う広

報編集員（仮称）の採用について研究

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年3回市の重点施策等をテー

マにした広報紙特集号の発行 

 

 

 

 

・企画・取材・編集等の作業を

担う広報編集員の採用につい

ての研究 

 

 

 

 

 

 

・山鳥毛里帰りプロジ

ェクトの特集記事を発

行すべく準備中。 

 

 

 

・広報編集員について

は、他の自治体等の情

報を収集中。 

 

 

 

 

 

 

・山鳥毛里帰りプロジ

ェクトの特集記事を発

行すべく現在も準備

中。 

 

 

・広報編集員について

は、他の自治体等の情

報を収集中。 

 

 

 

 

 

 

・特集記事については

プロジェクトの進行状

況等と照らし合わせ最

終的には発行を取りや

めた。 

 

・広報編集員について

は、メリット・デメリ

ットをさらに見極める

必要あり。 
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 市ＨＰについては利用者が必要とす

る情報を探しやすく、そして誰もが使

いやすいサイトとするための見直し

を行います。 

 

 

 

 

SNSをシティプロモーションツールと

して活用し、セットちゃん情報をはじ

め市の魅力を積極的に発信します。 

 

・市ＨＰの見直しにより使い勝

手の良いサイトにすることで

アクセス数を増加させる。 

 

≪アクセス数（年平均）≫ 

250,000件 

 

 

・投稿数の増加 

 （現在 2ヵ月に 1回⇒月 2回） 

・担当者等により使い

勝手が悪い箇所を随時

見直し中。 

 

 

 

 

 

・４月～６月まで６件 

 

・担当者等により使い

勝手が悪い箇所を随時

見直ししている。 

 

 

 

 

 

・４月～１月まで８件 

・担当者等により使い

勝手が悪い箇所を随時

5箇所見直しした。 

 

≪アクセス数（年平

均）≫ 243,100件 

 

 

・４月～１月まで８件 

豪雨災害の影響からセ

ットちゃんの活動を自

粛したことにより活動

数が減少。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

ふるさと納税を活

用したクラウドフ

ァンディングの推

進 

ふるさと納税を活用したクラウド

ファンディングのしくみづくりを

行い、寄附の募集を行います。 

ふるさと納税を活用したク

ラウドファンディングのし

くみを作り、3件の寄附募集

の実施 

・ハンセン病療養所の世界遺

産登録に向けた活動 

・文化財の保護・保存等（２

件） 

・年度当初にクラウ

ドファンディングの

ポータルサイトをプ

ロポーザル方式によ

り選定。現在ハンセ

ン病療養所の世界遺

産登録に向けた活動

及び山鳥毛里帰りプ

ロジェクトのクラウ

ドファンディングを

実施中。 

ふるさと納税を活用

したクラウドファン

ディングのしくみを

作り、2件を実施中。 

・ハンセン病療養所

の世界遺産登録に向

けた活動 

・山鳥毛里帰りプロ

ジェクト 

ふるさと納税を活用

したクラウドファン

ディングのしくみを

作り、2件を実施中。 

・ハンセン病療養所

の世界遺産登録に向

けた活動 

寄附 29件 

693,000円 

・山鳥毛里帰りプロ

ジェクト 

寄附見込 2,886件 

329,796,000円 

(企業版・通常のふ

るさと納税を含む。) 

 

 

 

 

3 

公共交通の充実に

よる交通不便地域

の解消 

市公共交通網形成計画に基づき、

公共交通不便地域の解消のため、

地域公共交通会議と連携し、新た

な地域での交通体系の構築を進め

ます。 

・定期的に地域公共交通会議

を開催し、新たな交通体系

の導入による公共交通不便

地域居住人口割合の縮小に

つなげる 

 

・既存の市営バス、民間路線

バスの利用促進のための情

報発信の充実 

・タクシー活用制度

の利用者要件を変更

し、瀬溝付近、長島

の利用者が増加し

た。 

 

・10/1からのダイヤ

改正と、停留所の

新・移設に併せて利

用の手引きを改正

し、医療機関情報な

ども掲載することで

利用者増を図った。 

・来年度、邑久、長

船地域の未導入地域

に対する新路線案の

検討に向け、住民意

見交換会に着手し

た。 

 

・同左 

・3/14に交通会議を

開催し、新年度から

の新路線導入等を了

承。導入が実現すれ

ば交通不便地域の人

口を約 4,500 人改善

(人口割合 20.7％→

7.5％)することがで

きる。 

 

・新年度版公共交通

マップの官民協働発

行を契約した。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

協働のまちづくり

の推進 

人口減少が進む中、地域コミュニ

ティの活力維持に向けて、持続可

能な自治組織づくりの検討と、そ

れに伴う補助金等支援制度の検討

を行います。 

 

民間組織と市との協働による地域

の課題解決に向けた取り組みを推

進します。 

･協働のまちづくり推進委員

会での具体的な事業案の検

討 

･市民活動応援補助金、協働

提案事業の評価・検証・改善

を的確に行い、地域住民や市

民活動団体との協働による

効果的な地域課題解決の仕

組みづくりを進める 

・各地域の代表者に

ヒアリングを行い、

新たな制度案を具体

化し、検討を続けて

いる。 

・具体化した制度案

について、協働のま

ちづくり推進委員会

で検討するととも

に、モデル事業実施

に向けた検討を続け

ている。 

制度案を具体化し、

平成 31 年度に実施

するモデル事業のマ

ニュアル（案）を作

成した。 

5 

地方創生の推進 人口減少に歯止めをかけ、定住人

口の増加につなげるための取組を

進めます。 

･都市部での「移住フェア」

等への出展 

･空家バンク制度の周知 

・旧牛窓診療所の活用による

地域の賑わいづくり 

･結婚推進に向けた取組の推

進 

・9 月末までに東京

での移住フェアに 4

回出展し 39組、大阪

での移住フェアに 1

回出展し、5 組の相

談を受けた。 

・固定資産税納税通

知書に空家バンク紹

介のチラシを同封し

ＰＲした。 

・まちなか再生事業

と連携してデザイン

ミーティングを行

い、旧牛窓診療所の

活用公募条件の検討

に役立てている。 

・縁結びサポーター

による婚活相談会を

6 月に牛窓ヨットハ

ーバーで開催した。 

・1 月末までに東京

での移住フェアに 7

回出展し 65組、大阪

での移住フェアに 1

回出展し 5 組の相談

を受けた。 

・同左 

・まちなか再生事業

と連携し、旧牛窓診

療所利活用事業運営

事業者の公募を実施

した。 

・縁結びサポーター

による婚活イベント

を 12 月にゆめトピ

ア長船で開催した。 

・3 月末までに東京

での移住フェアに 7

回出展し 65組、大阪

での移住フェアに 2

回出展し 16 組の相

談を受けた。 

・納税通知同封によ

るＰＲにより空家登

録した数：12 件 

・まちなか再生事業

と連携し、旧牛窓診

療所利活用事業運営

事業者を決定した。 

・縁結びサポーター

による婚活イベント

を 2回開催した。(計

13人参加) 

 

 


